
俳
　
句

「
冬
に
入
る
・
七
五
三
・
山さ

ざ
ん
か

茶
花
」他
当
季
雑
詠

兼
題

十
一
月
十
八
日　
境
町
文
化
協
会
俳
句
部

山
茶
花
の 

紅
を
仄ほ

の

か
に 

朝
ぼ
ら
け

振
袖
の 

丈
よ
り
長
し 

千
歳
飴

ふ
り
返
り 

暫
し
目
に
止
む 

七
五
三

七
五
三 

晴
れ
着
の
息
子 

父
と
な
り

山
茶
花
や 

出
番
来
た
り
と 

咲
き
競
い

ど
う
だ
ん
の 

赤
き
わ
ま
り
て 

冬
に
入
る

放
牧
の 

牛
小
屋
に
帰
し 

冬
に
入
る

山
茶
花
の 

散
り
敷
き
道
へ 

遠
廻
り

冬
に
入
る 

木
々
の
間
透
け
て 

天そ

ら空
青
し

七
五
三 

十
指
に
余
る 

願
い
事

幼
い
手 

引
か
れ
て
拝
む 

七
五
三

拗す

ね
た
顔 

飴
で
笑
顔
に 

七
五
三

冬
に
入
る 

日
光
連
山 

白
衣
着
る

七
五
三 

社
殿
バ
ッ
ク
に 

ハ
イ
チ
ー
ズ

抱
き
上
げ
て 

神
の
鈴
振
る 

七
五
三

七
五
三 

マ
マ
も
晴
れ
着
で 

娘こ

に
競
う

冬
に
入
る 

言
葉
す
く
な
に 

児
ら
の
列

木ぽ
っ
く
り履

に 

参
道
な
が
き 

七
五
三

短
　
歌

街
路
木
の 

桜
並
木
も 

朽
ち
落
ち
て 

わ
れ
ら
街
に
も 

冬
到
来
か

不
作
な
る 

僅
か
に
残
る 

柿
の
実
を 

小
鳥
群
が
り 

競
い
啄つ

い
ばむ

台
風
も 

足
早
に
去
り 

夕
映
え
の 

空
に
三
ケ
月 

明
日
を
語
り
て

我
が
家
へ
と 

急
ぐ
車
に 

伴
走
し 

見
守
り
く
れ
る
か 

十
六
夜
の
月

か
ま
き
り
は 

こ
こ
で
産
卵 

す
る
つ
も
り 

日ひ

陽な
た

に
と
ど
ま
り 

お
腹
も
ふ
く
ら
む

蜜
柑
う
れ 

た
わ
わ
に
目
立
つ
庭
先
に 

揚あ
げ

羽は

の
好
み
か 

日
ご
と
群
れ
お
り

筑
波
嶺
に 

か
か
る
赤
雲 

一
筋
に 

我
ら
青
春 

あ
の
頃
や
浮
く

天
候
の 

定
ま
ら
ぬ
日
々 

続
く
中 

冬
至
の
声
き
く 

暖
か
き
朝

天
高
く 

白
く
光
り
し 

雲
の
下 

犬
を
引
き
つ
れ 

小
声
で
唄
う

さ
わ
さ
わ
と 

落
葉
舞
い
散
る 

冬
の
風 

今
日
も
終
る
か 

一
年
早
し

紺こ
ん
ぺ
き碧
の 

空
高
々
と 

鳶と
び

が
舞
う 

大
き
な
輪
を
描
き 

し
ば
し
見
と
れ
る 

境
短
歌
会　
山
鳩

斉
藤　

敬
子

松
岡　

美
智
子

本
島　

い
と
子

五
月
女　

三
枝
子

鈴
木　

喜
与
子

桜
井　

レ
イ

川
村　

米
子

川
上　

ヒ
サ

風
間　

リ
ヨ
子

稲
田　

美
重
子

飯
田　

俊
子

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
も
三
十
年
に
な
り
ま
し

た
。「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
」
と
良
く
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
今
年

一
年
の
過
ご
し
方
な
ど
を
自
分
な
り
に
考
え
て
見
る
の
も
楽
し
い
事
で
は
な

い
か
と
思
っ
た
り
し
ま
す
。
お
正
月
の
月
を
「
睦
月
」
と
い
う
の
も
、
家
族

親
族
が
仲
睦
ま
じ
く
過
ご
す
月
と
い
う
意
の
「
睦
び
月
」
が
「
睦
月
」
に
な
っ

た
と
い
う
説
が
あ
る
そ
う
で
す
。
家
族
は
も
ち
ろ
ん
周
囲
の
方
々
と
も
仲
良

く
明
る
く
、
寒
さ
の
中
を
日
々
過
ご
し
て
行
け
れ
ば
幸
い
と
思
い
ま
す
。

成
長
に 

は
ず
む
賽
銭 

七
五
三

※
勿
論
、
両
親
の
努
力
と
苦
労
に
よ
る
成
長
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
に
し
て

も
家
族
、
親
戚
、
友
人
知
人
な
ど
周
囲
の
援
助
も
大
き
い
。
ま
し
て
や
、

神
仏
の
ご
加
護
は
格
別
で
あ
る
。
佳
日
を
迎
え
た
祖
父
の
心
情
が
ユ
ー
モ

ラ
ス
に
描
か
れ
て
い
る
。

山
茶
花
で 

さ
え
も
必
死
に 

咲
く
も
の
を	

※
雨
に
も
北
風
に
も
負
け
ず
部
活
の
早
朝
練
習
の
中
学
生
が
登
校
す
る
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
挨
拶
に
「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
返
事

を
か
え
す
。
そ
し
て
『
ほ
ら
、
山
茶
花
も
厳
寒
に
耐
え
て
懸
命
に
咲
い
て

い
る
よ
。
頑
張
れ
』
と
、
心
秘
か
に
声
援
を
送
る
。
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こ
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子
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み
子

信　

子
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子

幸　

子

弥

生

き
み
代

ち
か
ら
登

省

三
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節
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小河原彩花さんが第 26 回全日本
高等学校女子サッカー選手権大会出場

中村久夫さんが「ナイスハートふれあい
フェスティバル 2017 美術展」
写真部門で最優秀賞（知事賞）を受賞

　境町出身で新潟県の開
か い し

志学園 JAPAN サッカーカレッジ
に在学している小

お が は ら あ や か

河原彩花さんのチームが、新潟県大会お
よび北信越大会の優勝を経て北信越代表になり、兵庫県で
行われた第 26 回全日本サッカー選手権大会に出場しまし
た。全国大会では惜しくも入賞はなりませんでしたが、2
回戦まで進出し、健闘されました。
　小河原さんは、「全国大会でプレーして課題がたくさん
みつかったので修正していきたいです。今後は全国制覇を
目指していきます。」と力強いコメントをくれました。小
河原さんの今後の更なる活躍を期待しています。

　県民文化センターにて授賞式が開催され、中村久夫さん
が写真部門の最優秀賞（知事賞）を受賞しました。受賞
後、中村さんは、「何度か走行中に見ていた案山子が季節
により着替えているのを発見した時に、地域の方の案山子
への思いにうっとりしまして、とっさに車を止めてパチリ
とシャッターを押しました。この写真で受賞を案山子に伝
えたいです。」と作品への思いを語られました。

12/8

12/13

12/7

12/21

　絆会（篠原勉会長）が、教育振興に役立てていただきた
いと 30 万円を寄付されました。

　町内建設業 5 社の皆さんが、日本赤十字社へそれぞれ
10 万円を寄付されました。

　NPO 法人境スポーツクラブ（倉持貢理事長）が教育振
興に役立てていただきたいと 10,076 円を寄付されまし
た。

受賞作品「道端のロマン」

寄付に訪れた境スポーツクラブの皆さん

絆会が町へ寄付

町内建設業 5 社が日本赤十字社へ
大口寄付

青少年健全育成さかい町民の会境支部が
境小へ図書寄贈

NPO 法人境スポーツクラブが町へ寄付

境
ニ
ュ
ー
ス

TOW
N NEW

S

寄付に訪れた絆会の皆さん

寄　付

表彰
報告に来庁した小河原さん ( 写真左） 試合で活躍する小河原さん（写真右）

受賞後に作品とともに記念撮影

寄付に訪れた皆さん（写真左から、㈱新栄開発、㈱生井土建、
橋本町長、㈱新井建設工業、㈲栗原緑化土木、㈲染谷建設工業）

　境小学校において、図書の贈呈式が行われました。
　青少年健全育成さかい町民の会境支部（鈴木壽支部長）
では、10 月 14 日に行われた境小まつりにおいて、子ど
もたちに昔の駄菓子屋さんのようなワクワク感やお店の人
とのふれあいを楽しんでもらいたいと「なつかしや」を出
店しました。当日は、850 名を超える方が店を訪れ、そ
の収益金（46,460 円）で購入した 43 冊の図書が、境小
へ寄贈されました。これまでに 500 冊以上の本が寄贈さ
れています。

境小に寄贈に訪れた青少年健全育成さかい町民の会境支部の
皆さんと児童たち




